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妙智寺 寺報３月 ２８１号 

名前を呼ぶ 

最近は個人情報の問題があって、病院等でも待合室で名前を呼ばれることが少な

いと聞くが、「〇〇〇子さ～ん」と、自分のフルネームが呼ばれるとドキッとする。 

 

親からもらった名前。名前からは、特別な波動が伝わってくるという。 

だから人と人との関わりの中でも、とても重要な役割を持つのが実は名前。 

お互いの名前なのだ。 

「おはよう、○○ちゃん」「○○ちゃん、その服可愛いね」「お腹空いたね、○○ち

ゃん」と、いつもたくさん名前を呼んでくれる人は、同性にも異性にも「モテる」

という。 

お互いの波動が共鳴し合うから、相手にたちまち心を寄せられるからだ。 

名前を覚え何度も呼ぶ・・・。自分の名前には言霊(ことだま)が宿るから、呼ばれ

るたびに明かりがポッと灯るような暖かさを感じるのは理屈じゃない。 

 

実は「先祖供養」も名前を呼ぶから効果がある。とくに佛さまからもらった故人

の名前、つまり「戒名」を呼ぶ。住職に呼んでもらう。 

それを塔婆に刻んだなら尚さら悦ばれるだろう。 

 

名前(戒名)は、ただの名前じゃない。名前は親からの、戒名は佛さまからのメッ

セージなのである。 

出来るだけたくさんの名前を呼びたい。心を込めて丁寧に呼びたい。 

お互いがポッと明るくなるため、仕合わせのために・・・。 

 

３月 ２２日 (日) 午後２時 

春季彼岸大施餓鬼会  

先祖の名前を呼び、塔婆に刻みましょう   案内同封 



見聞触
けんもんそく

知
ち

 

「無上甚深微妙の法は 百千萬劫にも遭遇
あ い

てまつること難し～」 

『開経偈(赤経本 5 頁)』 

「経を開く」と書きますこの偈
げ

文
もん

(ことば)は、 

「これから読む法華経にはこんな意味があり、これを受持することは大変な功徳があ

ります」というお経を頂くことの意義が書かれた言葉で、お経ではありません。 

 

方便品(同 17 頁)やお自我偈(同 21 頁)など大事なお経とともにいつも唱えていらっ

しゃるのではないでしょうか。なかに暗記されている方も多いようです。 

「お経を頂く」と述べるのは、両手に乗せて額のあたりまでお経本をかかげる所作が

あるからです。 

したがって、お経本はただの本ではなく、お釈迦さまの言葉、心、スガタが込められ

ている尊いものといえますでしょう。 

(なので床や畳に直に置かないし、経本の上に物は乗せません) 

 

その所作のタイミングは「見聞触知 皆菩提に近づく(同 6 頁)」でかかげます。 

 

「見聞触知」 

「見」は見ること、「聞とは聞くこと、「触」は触れること、「知」は認識すること。 

 

 

つまり、私たちが見たり聞いたり触れたり知ることの全てが、みんな「菩提」とい

う悟りの世界、仏の境地に近づくための、仏さまからの教えなのだというのです。 

もちろんお釈迦さまの教え、日蓮さまの教えを「見て」「聞いて」「触れて」「知る」こ

とで菩提に至るということでもありますが、世の中の人、物、出来事等、全てを正し

く【見て】【聞いて】【触れて】【知る】ことで悟りの世界に近づけるということでもあ

ります。 

 

リンゴの落ちるのを見たニュートンは万有引力の法則を発見したように、見る・聞

く・触れる・知るということの中に、どれほど多くの教えが潜んでいることか。いろ

んな出来事をどのように受け止めるかということでしょう。全てが仏さまからの「幸

せ(仏の境地)になっておくれ」というメッセージだといえます。 

ところが私たちは毎日「無上甚深～」と唱え、法華経を読んでいるものの、正しく

法華経を観たり、聞いたり、触れたり、知っていなくて、ただの「文字」としか見て

いません。 



 

それと同じように人生のいろんな出来事もこれは良い事、これは悪いことと表面上

で受け止め、喜怒哀楽の心が右往左往しているのです。 

 

私たちが出会ういろんな人や物事は、全て私たちが仏になるための仏さまからのメ

ッセージや「お試し」であるのだと、正しい眼で見て、素直な耳で聞いて、謙虚な姿

勢で触れて、貪欲に真実を求め知り、心豊かにイキイキと生きてまいりましょう。 

 

ちなみに開経偈は「生々世々
しょうじょうせせ

 値遇
ち ぐ

し頂戴
ちょうだい

せん」と結びます。 

「生々世々」とは生まれ変わり死に変わりしながら、現在から未来にわたる、【久遠
く お ん

(永遠)】という意味。微妙の法を私たちだけでなく未来まで伝えていき、共に見聞触

知し、菩提に近づこうと誓う文なのです。 

 

★第 151 回 妙智寺和讃会は 

3 月 21 日（土）午後 1 時・・・生け花練習 

        生け花講習終わり次第和讃練習 

※春季彼岸法要でお飾りする展示花をさせて頂きます。 

展示されない方は練習花をして頂きます。 

※お花の準備がありますので、欠席の方は 15 日(日)までにご連絡ください。 

2 月の妙智寺の様子 月例の回向(訪問型・来山型)は省略

2/1 IM家 個人祈祷                2/2 MK家 個人祈祷 

2/3 MN家 厄除け祈祷          2/4 OR家 厄除け祈祷 

2/8 ST家 施餓鬼(祥月３霊)          2/8 TK家 施餓鬼(祥月 4霊) 

2/8 NM家 施餓鬼(1)             2/8 KY家 施餓鬼(祥月 2霊) 

2/11 H家 個人祈祷   2/14 ヤーマンジム・商売繫盛  SM家・厄除け祈祷 

2/14 IK家 個人祈祷                2/15 池上本門寺 声明指導 

2/18 SM家 三回忌法事・位牌開眼    2/19 NH家 個人施餓鬼 

2/19 YH家 大黒縁日読誦行       2/2 0NK家 車両祈祷・暗剣殺払い 

2/20 YK・KR・YM家 個人祈祷        2/21 YT家 水子祥月供養 

2/21 TI家 四十九日法事        2/22 SK家 三回忌法事 

2/23 NK家・HA家 個人施餓鬼 

2/24 京浜教区教化研究会議 講演 於 池上本門寺 

2/26 HM家 厄除け祈祷               2/27 OR家 新生児百日参り          

2/28 KK家 個人祈祷 



 3 月 行事予定 

3 月 １日(日)  午後２時 

月例水子供養会 

・回向札(白紙札)と牛乳・菓子を持参ください。 

・生まれ得なかった《いのち》の供養です 

・『永遠のいのち』を説く「自我偈(P21)」を５回読誦します 

  

3 月 ８日(日) 午後２時 

 月施餓鬼・鬼子母神祈祷会 

・ 登録の霊位を経木塔婆に書写し、施餓鬼供養いたします。 

※４月より更新です。 

・ 祥月命日や年回忌・縁のある先祖に特別施餓鬼供養します。 

         ※なるべく早くご連絡下さいますと幸甚です 

・ 鬼子母神さまを開帳し、ご祈祷いたします。祈願を受け付けます。 

・ 持ち歩き用 方除け守授与。 

・ 各家守護神法楽。酒や塩等、持参下さい（守護神様に・家の水周り等に） 

・ 各種 相談もお受けします。 

・ 妙法水を持参ください。 

 

□佛さまと行き交う 唱題行・法話会・・１５日（日）午前７時 

お題目を唱え、お題目を聴いて、お題目を感じ、お題目を知り 

佛さまの心と私たちの心が「行き交う」時間です。 

今月の縁日  3／17～3／23 春季彼岸「修行期間」   

春から初夏の妙智寺 

〇4 月の月施餓鬼 ４月１２日（日）午前１０時 

〇永代施餓鬼供養と尊神春祭 ５月１０日(日)午後２時 


